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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月30日(2021.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストランド形状の繊維束（３２）にポリマーメルトを含浸させるための装置であって、
含浸ユニット（４）の間隙形状の走入部（２７）内に互いに平行に導入された複数の繊維
束（３２）が、確定された間隔をもって互いに相補形状に配置された、波形の表面（２２
，２３）を備えた２つのガイドプレート（１６，１７）の間に貫通案内され、かつ含浸ユ
ニット（４）の走出部（２８）を介して前記含浸ユニット（４）から進出させられ、前記
繊維束（３２）に、前記含浸ユニット（４）を通る該繊維束の貫通走行中に前記ポリマー
メルトが十分に含浸させられ、該ポリマーメルトは、前記間隙形状の走入部（２７）の下
流側で、前記ガイドプレート（１６，１７）の間における貫通路（２９）内に導入される
、装置において、
　前記含浸ユニット（４）は、互いに平行に配置された少なくとも２つの部分ユニット（
１１，１２）から形成されており、前記部分ユニット（１１，１２）は、側部において互
いに連結されており、かつ確定された数の繊維束（３２）のためにそれぞれ１つの間隙形
状の走入部（２７）と走出部（２８）とを含んでいて、前記貫通路（２９）は前記ポリマ
ーメルトのためのそれぞれ１つの入口（２６）を有している
ことを特徴とする、装置。
【請求項２】
　前記それぞれ１つの間隙形状の走入部（２７）は、前記繊維束の走行方向において、減
じられた間隙高さの領域（３５）を有しており、該領域（３５）は、移行部なしに前記ガ
イドプレート（１６，１７）の間におけるそれぞれの貫通路に接続しており、かつ前記ガ
イドプレート（１６，１７）の間における貫通路高さが、前記ポリマーメルトの入口の領
域において、前記減じられた間隙高さの領域に対して増大させられている、
請求項１記載の装置。
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【請求項３】
　前記減じられた間隙高さの領域は、前記繊維束に対する引張り力を高めることによって
、前記貫通路（２９）における前記繊維束の、該繊維束の走行方向からの変位を生ぜしめ
る、
請求項２記載の装置。
【請求項４】
　前記入口（２６）は、前記ガイドプレート（１６，１７）の波の谷と山との間において
前記ガイドプレート（１６，１７）の第１の波の山もしくは第１の波の谷の領域に位置し
ている、
請求項２記載の装置。
【請求項５】
　ポリマー出口（３３）が、前記繊維束の走行方向への前記ポリマーメルトの変向を生ぜ
しめる前記ポリマー出口（３３）の上流に通路狭窄部を有している、
請求項２記載の装置。
【請求項６】
　それぞれの前記部分ユニット（１１，１２）はその走出部（２８）に、前記ポリマーメ
ルトが十分に含浸させられた前記繊維束の直径を較正するダイプレート（１８）を含んで
いる、
請求項１記載の装置。
【請求項７】
　前記部分ユニット（１１，１２）は、サイドパート（１３，１４）、フロントプレート
（１５）、および前記ガイドプレート（１６，１７）を有するメインパート（１９）を備
えて複数部分から形成されており、前記繊維束の前記走入部（２７）は、前記フロントプ
レート（１５）の上側と、上側の前記ガイドプレート（１６）の前側領域との間に形成さ
れている、
請求項１記載の装置。
【請求項８】
　前記フロントプレート（１５）は、前記メインパート（１９）にフランジ結合されてお
り、かつ前記ポリマーメルトのそれぞれの前記入口（２６）に通じるランナ（２１）が、
前記メインパート（１９）の端面と前記フロントプレート（１５）との間に形成されてい
る、
請求項７記載の装置。
【請求項９】
　前記ポリマーメルトを供給するための前記ランナ（２１）は、分配領域（２０）を有し
ていて、該分配領域（２０）において前記ポリマーメルトは、前記含浸ユニット（４）ま
たは前記部分ユニット（１１，１２）の全幅にわたって延びるメルトリボンへと広げられ
、該メルトリボンは、前記ガイドプレート（１６，１７）の間における前記入口（２６）
に供給される、
請求項８記載の装置。
【請求項１０】
　それぞれの前記部分ユニット（１１，１２）を通して案内される前記繊維束の数は、３
～７０、好ましくは１０～３０である、
請求項１記載の装置。
【請求項１１】
　繊維束にポリマーメルトを含浸させるための方法であって、扇状に広げられた繊維束（
３２）を、含浸ユニット（４）の、互いに間隔をおいて配置された、波形の表面を備えた
２つのガイドプレート（１６，１７）を通して貫通案内し、前記ポリマーメルトを、前記
ガイドプレート（１６，１７）の走入領域内に導入し、かつ前記繊維束に、該繊維束の貫
通走行時に、前記含浸ユニット（４）によって前記ポリマーメルトを十分に含浸させる、
方法において、
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　前記繊維束を、前記含浸ユニット（４）内への該繊維束の走入前に、少なくとも２つの
繊維束グループに分割し、該繊維束グループをそれぞれ、前記含浸ユニット（４）の部分
ユニット（１１，１２）内に導入し、かつ前記繊維束グループのそれぞれに、前記部分ユ
ニット（１１，１２）に別個に供給された前記ポリマーメルトを十分に含浸させる
ことを特徴とする、方法。
【請求項１２】
　個々の繊維グループ束の前記繊維束の引張りテンションおよび貫通走行速度、および／
またはそれぞれの前記部分ユニット（１１，１２）のための前記ポリマーメルトの温度お
よび圧力が、別個に制御可能であり、かつ調整可能である、
請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記部分ユニット（１１，１２）に、種々様々な材料のポリマーメルトを供給する、
請求項１１記載の方法。
【請求項１４】
　前記含浸ユニット（４）の前記ガイドプレート（１６，１７）は可動である、
請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　前記ガイドプレート（１６，１７）のうちの少なくとも１つのガイドプレートに、振動
運動を加える、
請求項１４記載の方法。
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